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令和 2 年 12 月 18 日 

第 4 回委員会に向けて 

策定委員会委員長 川島 治 

政策目標 

「2040 年を視野に消滅可能性都市のトップランナーとしての危機感を共有し、介護保険の

理念である自助を義務とし、自立支援・重度化防止を目的とした介護予防充実と給付の

適正化を図り、介護人材確保に努め持続可能な町を目指す」 

 

1. 介護給付適正化推進   ･･･図１ 

①利用者の自立を妨げる不適切なサービスを見直す 

②必要な介護サービスを確保する 

③事業者の不適正な請求を是正する。 

 

2. 介護人材確保及び業務効率化の取り組み 

 

3. 介護離職ゼロの取り組み ･･･図２ 

 

4. 共生型サービスの実施 

 

5. 災害や感染対策に係る体制整備 

 

6. 重点目標と目標値    ･･･図３ 

 

7. その他 

○感染のリスクに晒されながらも、介護を必要とする利用者に熱意をもって寄り添い、

サービス提供を停滞させない努力を続けている介護事業者に感謝する 

 

○市民の知恵を頂く 

・ パブリックコメントだけでなく市民説明会・意見交換会の開催 

・ 選択肢を示す 

 

○今後の計画策定の前提について 

・ アンケートの充実 ケアマネ・介護・看護職員実態調査・独居高齢者実態調査 

・ 障がい者福祉計画・地域包括支援センター運営協議会との連動 
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図１ ･･･ ケアマネジャー分析イメージ 

 
 

図２ ･･･ 離職者：あなたが「手助・介護」を機に仕事を辞めた理由（複数回答） 

 

 

図３ ：指標のイメージ 

 


